
「地域包括ケアシステム」の
充実に向けた看看連携交流会

長崎県看護協会県南支部・長崎市包括ケアまちんなかラウンジ 共同企画

令和7年度 長崎県看護協会県南支部

在宅看・看連携事例検討会②
令和7年度 まちんなかラウンジ

地域包括ケアシステムを深化・推進するための多職種連携
～ 多職種連携の現状と課題 ～

目 的
患者が在宅（地域）で、その人らしい生活をするための地域包括支援
システムにおける医療・介護連携（入退院支援・日常の療養支援等）の
課題を見出し、課題解決に向けた多職種連携について話し合う

テーマ

日時 令和8年1月24日（土）
14：00～16：00

場所 長崎市医師会館 3階
自己学習室
（長崎市栄町2-22）

方法 集合開催による講演と
グループワーク

対象者
病院・診療所の医師、看護師、
MSW、介護支援専門員、
社会福祉士、地域包括支援セン
ター職員 等

定員 50名

長崎版地域包括ケアシステムについて

長崎市福祉部地域包括ケアシステム推進室

係長 髙西 真美

地域包括支援センターの役割と業務

長崎市地域包括支援センター連絡協議会

会長 榊 寿恵

長崎市包括ケアまちんなかラウンジの取組み

長崎市包括ケアまちんなかラウンジ

主幹 宮地 登代子

講 演

お申込みはQRコードから

お問合せ：公益社団法人長崎県看護協会県南支部（095-820-3033）

座長 長崎市医師会理事 山口内科・循環器内科 院長 山口 達之
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